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STEM Racing の世界へようこそ！
ワクワクする冒険の始まりです。

Entry Class（初級クラス）は、世界チャンピオンを目指すための第一歩。
まずは、初めての大会でチャンピオンの座を狙いましょう！

このガイドブックには、車をデザイン・製作し、レースに挑戦するために必要な情報がすべて詰まっています。
基本のステップ「1・2・3」は、STEM Racingでは、

「Design（設計）」、「Make（製作）」、「Race（レース）」です！

01.  チームを作って登録しましょう

02.  Entry Classのスターターキットを購入しましょう

03.  未来のF1カーをデザインしましょう

04.  Entry ClassのCADファイルをダウンロードしましょう

05.  あなたのアイディアをCADドローイングに反映しましょう

06.  車を作り始めましょう！

07.  5ページのデザイン＆エンジニアリングポートフォリオを作りましょう

08.  5分間プレゼンテーションの準備をしましょう

09.  あたなたちチームのピットを卓上で作りましょう

10.  いよいよレースです！チャンピオン目指しましょう！

Project Management Plan（プロジェクト管理計画）
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3～6名のチームを作って、登録しましょう。このチームで大会に参加します。
レギュレーションをしっかりと読んで理解しましょう。

スターターキットには、Entry Classの車を制作する標準的な部品が含まれています。
Entry Classは、このキットを必ず使用することになっています。

IsoSketchガイドを使用しながら、まずは、Entry Classの基本的なChassis（シャシー：車の土台）のスケッチをしてみよう。
そして、クールな空力ボディやスリムなウィングをデザインして車に追加してみよう。この段階ではどんなアイディアもOK！

CADモデルが6種類（STEM Racing Block, Body ‘no-go zone’, halo, helmet, standard wheel & axle)が用意されています。
【各種パーツ素材ダウンロード】

３D CADソフトを使って、上記の３Dパーツとフリーハンドのスケッチを正確な３D CADモデルにしてみましょう。
AUTODESKやANSYSなど、パートナー企業が提供するソフトウェアも使えます。

車を作る前に、デザインがレギュレーションにしっかりと合っているか確認しましょう。
そのあと、３DプリンターかCNCルーターのどちらかで作るか決めて、制作スタート！

大会中、審査員が5ページで構成されたデザイン＆エンジニアリングポートフォリオを審査します。スケッチ、モデル、CAD作業、
テストの結果を盛り込み、車のデザイン、開発、製造プロセスを説明します。

大会中、審査員に５分間のプレゼンテーションを行います。
プレゼンテーションの資料を作って、プロジェクトについて発表しましょう。

チームの魅力をアピールできるピットディスプレイ。チームのショーウィンドウのようなものです。
創造性を発揮してください。小さなノベルティグッズを配布するなどのアイディアも検討してみましょう。

今まで頑張って作った車でNo.1を目指しましょう。

https://www.stemracing.co.uk/downloads.html
https://www.stemracing.co.uk/downloads.html
https://www.stemracing.co.uk/downloads.html
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ENTRY CLASS

STEM レーシングとは？

車のデザイン（設計）

評価（査定）

競技（大会）

付録（補足）
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STEM Racing（旧 F1 in Schools）は、F1（フォーミュラ 1）が支援する、世界最大級のSTEM教育
プログラムです。世界60カ国以上で行われていて、これまでに180万人以上の生徒が参加しています！
このプログラムでは、エンジニアリング・マーケティング・チームワーク・プロジェクト管理など、
将来社会で必要とされるスキルを、実践的に楽しく身につけることができます。

▶ 取り組むこと

あなた自身がF1チームのメンバーになったつもりで、
 ・ミニチュアF1カーの設計と製作（3D CADや3Dプリンタも！）
 ・20mの直線コースでのスピードレース
 ・スポンサー探しやプレゼンテーション資料の作成
 ・チームロゴやユニフォームのデザイン など、さまざまなチャレンジに取り組みます。

▶ 対象年齢

6歳～19歳までの生徒なら誰でも参加可能！
将来、エンジニアやマーケター、起業家、あるいはモータースポーツの世界で活躍したい人に
ピッタリの体験です！世界大会を目指して頑張りましょう！

▶ STEM って？ 

STEM（ステム）は、Science（科学）・Technology（技術）・Engineering（工学）・
Mathematics（数学）の英語表記の頭文字をとったものです。

STEM Racingは、教室では学べない 「本物の経験」 を通じて、あなたの「好き」や「得意」
を発見できる場所です！
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CAR DESIGN

Entry Classの車ってなに？

「no-go-zone」ってなに？

デザインブリーフ（設計概要書）

カー・スクルーティニアリング（車両審査）
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What is an Entry Class car？ Entry Class（初級）カーって？
Entry Classカーは、STEM Racingに初めて参加するチームのための初級用ミニF1カーです。
「サイドポッド？ウィングスパン？」といった専門用語を知らなくても大丈夫！

STEM Racing Entry ClassのミニF1カーをどう設計したらいいか、これからの説明する内容を読めば、きっと分か
ります。楽しみながら学んでいきましょう。

Entry Classのレギュレーション（ルール）に基づいて、ミニF1カーを設計するうえで必要な知識を学んでいきま
しょう。以下の条件を満たす車を製作しましょう。

What is the car body？ 車体って？
車体とは、Entry Classカーの中心部分で、前後のウィング、ヘイロー（頭部保護装置）、アクスル（車軸）、ガイ
ド、ホイール（車輪）などを取り付けるベースとなる構造部分です。

＜製造はいずれかの方法で行います＞

 １）3Dプリンター用の材料を使ってプリントします（３D プリンター）

 ２）専用の「STEM Racingモデリングブロック」から削り出します（CNCルーター）

※「no-go-zone」の規定に従って製造する必要があります。 「no-go-zone」については、次のページで説明します。

１. フロントウィング
２. オフィシャル ヘイロー
３. オフィシャルヘルメット
４. リアウィング
５. スタンダードホイール＆アクスル
６. チーム番号
７. サイドポット
８. STEM Racing公式デカール（ステッカー）

Wing Design（ウィング デザイン）の基礎解説

・リーディング エッジ（leading edge）：ウィングの前縁で、最初に空気を切り裂く部分です。

・トレーリング エッジ（trailing edge）：空気がウィングを通過したあと、最後に触れる後縁部分です。

・ウィング スパン（wing span）： 人の腕の長さや鳥・飛行機の翼の幅に似ています。
      車のノーズコーンやボディ部分を含めた、ウィング全体の横幅を指します。

・ウィング コード（wing chord）：ウィングの断面で最も幅が広い部分。
     つまり、リーディングエッジからトレーリングエッジまでの長さのことです。

・ウィングの厚み（wing thickness）：ウィング断面の中で最も深い（厚い）部分の長さを指します。
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ウィングの断面図
ウィングの用語

Wing Thickness：ウィングの厚み

Chord Line :コードライン
ウィングの前縁（leading edge）から後縁
（trailing edge）までを直線で結んだ線の
ことです。この線は、ウィング断面の長さ
（＝コード長さ）を表す基準になり、空力設
計において非常に重要な概念です。

Wing Span：ウィングの幅

Chord Length：ウィングの幅

What is the ‘no-go-zone’？ 「no-go-zone」って何？
Entry Class Carは、20mのレーストラックを安全に走れるようにデザインします。推進には専用のパワーユニット
（カートリッジ）を使います。この安全性を確保するために、STEM Racing の規定委員会が定めた「ノーゴーゾーン
（No-Go-Zone）」という基本の形（最低限守るべきボディ形状）からスタートします。
（※実車F1で言うところのモノコック（コクピット部分）に相当する考え方です。実際のF1では、ドライバーの安全を
守るために最も強固に設計されているエリアがモノコックであり、大クラッシュでも壊れないよう求められます。）

このノーゴーゾーンは、F1カーらしさをちゃんと残しつつ、みんなが安全にレースに参加できるように考えられた形で
す。ここから、自分たちのアイデアやスタイルを加えて、オリジナルのF1カーに仕上げていきましょう！

ただそのまま「ノーゴーゾーンにホイールをくっつけただけ」のデザインではもったいない！想像力をフルに使って、
かっこよくて速そうなレーシングカーのデザインを考えてみてください。

The ‘no-go-zone’（ノーゴーゾーン）
下の図は、Entry Class Carの「no-go-zone（ノーゴーゾーン）」を表しています。これは、車体の最小限の基本
形であり、デザインの出発点です。この赤い部分（no-go-zone）は、パフォーマンスルール（PERFORMANCE 
regulations）で定められていて、中を削ったり、穴を開けたりすることは禁止されています。ここを加工してしま
うと、大きく減点されることがあるので注意してください。
no-go-zoneには、wheel（車輪）のaxle（車軸）の穴が正確に設けられています。
これは、Halo（ヘイロー）の高さが正しくなるように設計されているため、穴の位置をずらしてはいけません。

注意：no-go-zone が小さくなりすぎないように！

CNC 加工や 3D プリントで車を作ったあと、表面をやすりがけ（サンディング）すると、ノーゴーゾーンの一部が最小サイズより
も小さくなってしまう可能性があります。そうなると、ルール違反（失格や減点）になることもあるので、仕上げの作業は慎重に！

自分の車のサイズをしっかり測って、「Technical Regulations（技術規定）」にちゃんと合っているかを確認しましょう。
（※ Technical Regulationsの説明は、このガイドブックの 9ページ にあります）

ノーゴーゾーンの正確なサイズは、このガイドブックの巻末「Appendix ii（付録ii ）」に記載されています。
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The Design Brief
あなたのミッションは、ミニチュアF1®レーシングカーをデザイン・製作し、20メートルのSTEM 
Racing専用レーストラックで走らせることです。車は専用のパワーカートリッジ（圧縮ガス）で動きま
す。このチャレンジでは、手描きの立体スケッチ（3Dスケッチ）、3D CADソフトを使ったデザイン図
の作成のスキルが求められます。自分のアイデアをカタチにしながら、世界に1台だけのF1カーを作りま
しょう！

車には以下の機能が必要です：

・ F1® style bogy including side pods l F1®スタイルのボディ（サイドポッドを含む）
・Font Wing l フロント ウィング
・Rear Wing l リア ウィング
・Halo + Helmet l ヘイロー + ヘルメット
・Standard STEM Racing wheels, axles and axle guide tubes
STEMレーシングホイール、アクスル、およびアクスルガイドチューブ

※ボディとウィングの寸法については、『Technical Regulation 技術規則』（次ページ）をご参照ください。

Entry Classでは、車体の製造オプションが２つあります。

・ オプション１：STEM Racing公式モデルブロックを使用し、３D CAMルーターで製造
・ オプション２：3Dプリント材料を使用し、3Dプリンターで一体成型または複数パーツに分けて製造

 ※車体を3Dプリントするときは、収縮を考慮してください。
    特に製造後のシリンダー室のサイズに注意してください。

                              8Gパワーパックカートリッジが車体に必ずフィットする必要があります。
                              フィットしない場合、大会に出場できません。

車のフロントとリアのウィングは、どのような製造方法と材料の組み合わせでも製造可能です。
創造性を発揮してください。
ただし、ウィングは通常、車の最も脆弱な部分であることを忘れないでください。
そして、STEM Racing Entry Car のデザインチェックリストも忘れずに確認してください。
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チームのパフォーマンス向上と、Aramco STEM Racing World Finals のテクニカルレギュレーション
への準拠を徹底するため、AutodeskとAnsysのソフトウェアの利用を推奨します。
Autodeskは、3D設計とモデリングに不可欠なFusion 360などの高性能ツールを提供しています。
このツールは、革新的で競争力のある車体設計を創出するために不可欠なものです。
Ansysのソフトウェア（Ansys Discoveryを含む）は、車の空力特性と構造的強度を最適化するための最
先端のシミュレーション機能を提供しています。
両ソフトウェアパッケージは、STEM Racing 公式ウェブサイト（www.stemracing.com） から無料
でダウンロードおよびインストールができます。
詳細な手順書とチュートリアルが提供されていて、業界をリードするツールを最大限活用するためのサ
ポートが整っています。

AUTODESK - https://www.stemracing.com/autodesk.html
Premier Global CAD / CFD Partner

ANSYS - https://www.stemracing.com/ansys.html
Global CFD Simulation Partner

http://www.stemracing.com/
https://www.stemracing.com/autodesk.html
https://www.stemracing.com/ansys.html
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E1.1 Car body material – [PENALTY - 20pts] ‒ 車体の材質（ペナルティ : 20pts）

テクニカルレギュレーション（技術規定）は、車がレースに参加する上で適切な設計と装備を定めるもの
です。すべてのレギュレーションにはポイントペナルティが課せられるため、レース当日までに車が完全
に規定に準拠し、競技可能な状態であることを必ず確認してください。
以下は、STEM Racing Japan の各種ルールと、その意味についての説明です。

Regulation Type Purpose Points Extra Penalty

GENERAL
一般

Aesthetics of the car
車の美的感覚 5 None

なし

SAFETY
安全性

Suitablility to race
レースへの適性 10-20 Car may require modification or not race

車は改良が必要か、またはレースに参加不可

PERFORMANCE
性能

How fast the car can travel
車の走行速度 20

Unable to win Fastest / Best Engineering 
Car award
最速/最優秀エンジニアリングカー部門の受賞資格なし

E1.1.1  製造オプション1：車体は公式のモデルブロックを使用して製造されなければならない。
E1.1.2  製造オプション2：車体は任意の3Dプリント材料から製造可能。

Technical Regulations

E1.2 No-Go-Zone – [PENALTY - 20pts] ‒ ノーゴーゾーン（ペナルティ：20pts）

車体は、Entry ClassのNo-Go-Zoneに含まれる2つのアクスルホールを含む、必要最低限のサイズを厳
守しなければなりません。製作時にNo-Go-Zoneを一切変更してはいけません。
詳細については、Appendix（付録）i と ii をご参照ください。

E1.2.1  Assembled Car Length - [PENALTY – 5pts] - 車両全長 - [ペナルティ ‒ 5ポイント]
ボディ、フロントウィング、リアウィングを含む車両全長は、次の寸法範囲内である必要があります。
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E1.2.2  Assembled Car Width - [PENALTY – 5pts] - 車両幅 - [ペナルティ ‒ 5ポイント]
組み立てられた車両の幅（ボディ、ホイール、フロント＆リアウィングを含む）は、以下の寸法よりも短く
なければなりません。
 Width – Max: 85 mm

Length – Min. 170 mm – Max. 210 mm

E1.2.3  Assembled Car Height - [PENALTY – 5pts] ‒ 車高 - [ペナルティ ‒ 5ポイント]
組み立てられた車両の高さ（ボディ、ホイール、フロント＆リアウィングを含む）は、以下の寸法よりも短
くなければなりません。
 Height – Max: 65 mm

E1.3 Halo/Helmet – [PERFORMANCE l PENALTY - 10pts]

ヘイロー/ヘルメットは、寸法変更を行わずに車体設計に必ず組み込む必要があります。ファイルは
STEM Racing UKのウェブサイトからダウンロードができます。
詳細な寸法については、付録ⅲをご参照ください。

※Entry ClassのHalo/Helmetのファイルは、Development ClassとProfessional Classとは異なります。
   Entry Classの正しいHalo/Helmetのファイルを使用してください。

https://www.stemracing.co.uk/downloads.html
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E1.3.1    Halo Circular Notch Height– [SAFETY l PENALTY - 20pts] 

ヘイローの円形ノッチ（切り欠き部分）の中心がレーストラックの面から34.0mm（±1.0mm）上にあ
ることが求められます。この条件を満たすため、Entry ClassのNo-Go-Zoneを、アクスルホールとヘイ
ローベッドに手を加えずに使用する必要があります。

E1.3.2    Halo visibility front, side and plan views – [GENERAL | Penalty – 5 pts]

ヘイローの可視範囲は、正面、側面、真上から見たときに、他の部品によって視界が物理的に遮られては
いけません。

Side View（側面）    Front View（正面）    Plan View（平面）    

E1.3.2 Halo and Helmet Visibility

側面から見た時に、赤い枠線内の
すべての部分が可視状態でなけれ
ばなりません。

正面から見た時に、赤い枠線内の
すべての部分が可視状態でなけれ
ばなりません。

真上から見た時に、赤い枠線内の
すべての部分が可視状態でなけれ
ばなりません。
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E1.3.3    Halo Safety Test – [SAFETY l PENALTY - 5 pts] 

車体がパワーユニットカートリッジに取り付けられた状態で、Halo（ヘイロー）の円形の切り欠き部分
に接触する位置に、1kgの重りを吊り下げて、合計で2kgの荷重（見直しの可能性有）を加えます。

E1.4    Front Wing – [GENERAL l PENALTY 5 pts]

フロントウイングは、単一のパーツとして、またはノーズコーンアセンブリ（フロントウィングとつな
がった車の先端部分）の一部として、車体にしっかりと固定されていなければなりません。フロントウイ
ングの素材は、適切であればどのようなものでも使用可能です。

E1.4.1    Front Wing Thickness

Min. 3mm / Max. 15mm [Penalty ‒ 5 pts]

E1.4.2    Front Wing Span

Min. 60mm / Max. 80mm [Penalty ‒ 5 pts]

E1.4.3    Front Wing Chord

Min. 12mm / Max. 25mm [Penalty ‒ 5 pts]
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E1.5    Rear Wing – [GENERAL l PENALTY 5 pts]

リアウイングは、車体にしっかり取り付けてください。
1つのパーツでも、複数のパーツを組み合わせた形でも構いませんが、最終的に車に取り付けた状態で全
体のウイングスパンが保たれている必要があります。

E1.5.1    Rear Wing Thickness

Min. 3mm / Max. 15mm [Penalty ‒ 5 pts]

E1.5.2    Rear Wing Span

Min. 60mm / Max. 80mm [Penalty ‒ 5 pts]

E1.5.3    Rear Wing Chord

Min. 12mm / Max. 25mm [Penalty ‒ 5 pts]

E1.6    Wheels – [GENERAL l PENALTY 5 pts]

Entry Classの車には、STEM Racing Japan 標準ホイールを使用する必要があります。改造せずに使
用してください。詳しくは「付録iii」をご参照ください。（F1® Entry Classスターターキットに同封さ
れています）なお、Pirelliのステッカーは任意です。

E1.7    Axles – [GENERAL l PENALTY 5 pts]

Entry Classの車には、標準アクスルとアクスルブッシュを2本使用しなければなりません。改造は
「長さのみ」、以下の範囲で可能です。
詳しくは「付録iv」をご参照ください（F1® Entry Classスターターキットに同封されています）。
Min. 50mm / Max. 66mm
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E1.8    Thether Line Guides– [SAFETY l PENALTY - 10 pts] 

Entry Class の車両には、標準のテザーラインガイド用スクリューアイ（2個）を使用し、車体の底面に
安全に取り付ける必要があります。（STEM Racing Entry Classスターターキットに含まれています）
スクリューアイの改造は不可です。

E1.9 Total Car Weight – [PERFORMANCE l PENALTY - 20pts]

完成した車がレースに参戦するために必要な最低重量です。ホイール、アクスル、塗装、およびデカール
を含む重量です。
Min. 65g
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ASSESSMENT
このシンボルマークは、競技ポイントが付与されることを意味します。

デザイン＆エンジニアリングポートフォリオ

プレゼンテーション

ピット ディスプレイ（アワードのみ）
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5ページのデザイン・エンジニアリングポートフォリオを作成し、印刷して（ハードコピー）で提出しま
す。STEM Racingレースカーのデザイン、テスト、製造プロセスを説明する必要があります。以下は、
デザイン＆エンジニアリングポートフォリオに含めるべき内容のチェックリストです。

デザイン＆エンジニアリングポートフォリオをには、以下の内容を証明する資料を含める必要があります。

 ・初期のアイディア：３D手書きスケッチを含みます
 ・デザイン開発：モデルの画像、CAD作業、テストを含みます
 ・テスト：車のテスト方法、発見した内容、その後行った変更を説明を含みます
 ・製造：レーシングカーの部品の製造と組み立て方法の写真と説明を含みます
 ・ブランド アイデンティティ：チーム名、ロゴ、車の塗装デザイン（色構成とパターン）、

   そしてチームスピリット！！

デザイン＆エンジニアリングポートフォリオのフォーマットは以下のいずれかを選択してください。

 ・A４：ランドスケープ（横）またはポートレイト（縦）
 ・A３：ランドスケープ（横）またはポートレイト（縦）
※デザイン＆エンジニアリングポートフォリオは、フルカラーで印刷し、製本して提出してください。
 

以下のセクションを含めることもできますが、これらは5ページの制限には含まれません。

 ・表紙
 ・目次ページ

※デザイン＆エンジニアリング・ポートフォリオの表紙に、チーム名を明確に表示する必要があります。 
   ポートフォリオは、ピットエリアに展示してください。
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大会当日には、審査員に5分間のプレゼンテーションを行います。プレゼンテーションでは、これまでど
のような道のりを経て現在に至ったのか、そして STEM Racing の活動を通じて学んだことを説明して
ください。プレゼンテーションにスライドなどを使用して発表することも可能です。

プレゼンテーションは、あなた自身のストーリーを審査員に伝えるチャンスです！
プレゼンテーションの構成は自由ですが、印象に残る発表にするためのヒントをいくつかご紹介します。

 ・STEM Racing Japan に参加しようと思ったのかを伝えましょう。

 ・一番楽しかったこと、そして一番難しかったことを正直に話してください。
  （審査員は「正直さ」を評価します！）

 ・誰が何を担当したのか、時間をどう計画したのか、そしてその結果がどうだったのか。
 （良かった点・うまくいかなかった点も）

 ・プロジェクトを進める中で、どのような協力関係（パートナーシップ）を築いたかを 紹介しましょう。

 ・個人としてもチームとしても、どんなことを学び、どんなスキルを身につけたかを伝えてください。

プレゼンテーションのやり方にはルールはありません。逆立ちしたまま発表しても、歌で伝えても、
学芸会のように演じてもかまいません。自分たちが一番やりやすい方法で行ってください。
ただし、お願いしたいことが２つあります。

 １. 全員が参加すること！
      チームのメンバー全員が、必ず話すパートを持ってください。

 ２. 時間は5分以内に！
      審査員が質問する時間も必要なので、話が長くなりすぎないように注意してください。

審査員は、大会1日を通じて何を学んだかを確認するために、いくつかの質問を行います。
これらの質問はレース当日に渡されますので、しっかりと調べて準備しておきましょう！

※注意：電子プレゼンテーションを使用する場合は、USBメモリに保存してください。また、プレゼン
テーションを実行するための HDMIポート付きのノートパソコンもご持参ください。
（運営側ではご用意できません）
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各チームには、大会当日に「ピットエリア（Pit Area）」としてテーブルが1つ用意されます。
この場所が当日の拠点となり、チーム展示（Pit Display）を行う絶好のスペースになります。
この展示は審査対象ではありませんが、審査員は「ベストピット展示賞（Best Team Pit Display）」の
選考のために注目しています。印象に残る展示を目指しましょう！

Team Pit Display は、あなたたちのデザインやモデル、試作品などを紹介できるチャンスです。
チームや審査員が足を止めたくなるような魅力的な空間にしましょう！展示にはさまざまな要素を取り入
れることができます。以下に、印象に残る展示を作るためのヒントを紹介します。

 ・デザイン＆エンジニアリングポートフォリオだけでなく、制作過程の「舞台裏」も見せましょう。

 ・どのチームの展示かがすぐにわかるように、ロゴやチームカラーを活用しましょう。

 ・ほとんどの人が「おまけ（フリーアイテム）」好き！来場者や審査員が手に取りたくなるような
   「ちょっとしたプレゼント」を用意するのも効果的です。

 ・高さを出しましょう！
    立体的で視覚的に目を引く展示にするには、アイテムの高さに変化をつけると効果的です。

なお、チームピット展示には採点用のスコアカードはありません。あくまで「ベスト展示賞」のみなの
で、楽しく自由に工夫してOK！審査員は、面白くて惹きつけられる展示を求めています。どのような展
示wpすると印象に残るか、ぜひ考えてみてください。

来年以降、Development ClassやProfessional Classに進むとピット展示が審査対象になります。
今回の経験を活かして、来年に向けて素晴らしい展示のアイデアを蓄えておきましょう！
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レース（大会）当日の流れ

審査の仕組み

審査項目と評価基準

次のステップ：中級クラスへ
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Race Day ーWhat to Expect（レース当日の流れ）

レース（大会）には、STEM Racing Japan の3つのクラス（Entry、Development、Professional）
がすべて集まります。 当日は、Development ClassやProfessional Classのチームと同じトラックや
ピットエリアを共有しますが、心配はいりません。競うのは、Entry Classチーム同士です！
この機会に、他のチームの様子を観察したり、上位クラスのチームに次のステップについて質問したりし
てみましょう。将来の挑戦に向けたヒントがたくさん得られるはずです！

Registration & Car Scrutineering 
登録＆車検

Welcome Presentation
開会の挨拶・オープニングセッション

Judging – Design & Engineering Portfolio
審査：デザイン＆エンジニアリングポートフォリオ

Judging – Verbal Presentation
審査：プレゼンテーション

Race!
レース！

Judges Debrief & Awards Ceremony
審査員の総評＆表彰式

会場に着いたら、まず受付で審査スケジュール等の資料を受け取り、その後すぐにマシンを車検（Scrutineering）
エリアへ提出します。審査員がレースに出場できる状態かを確認します。到着時に、すぐに提出できるよう準備し
ておきましょう。

短時間の準備時間でチームの展示テーブルを設営したら、公式ウェルカムセッションが始まります。
チーム名が呼ばれたら、手を振って元気よくアピールしましょう！

審査員があなたたちのポートフォリオを見ながら、活動内容や学んだことについて話を聞きます。
緊張せず、 informal（カジュアル）に会話を楽しんでください！

チームとして5分間のプレゼンを行い、ここまでの活動内容を説明します。
その後、審査員から「来年Development Classに挑戦するなら、何を変えたいか？」などの質問を受けます。

他のEntry Classチームと一騎打ちレース！
20mのSTEM Racing公式レーストラックを使って、左右のレーンでそれぞれ2回、計4回のタイム計測を行います。

すべての審査が終了したら、審査員がスコアを集計し、各賞を決定します。
Entry Classを含むすべてのクラスで表彰され、Entry Class Champions（エントリークラス チャンピオン）と
として表彰されるチャンスも！チームの努力が実を結ぶ、表彰式もお楽しみに！

 ・Entry Class Awards : Fastest Car, Best Engineered Car
 ・STEM Racing Japan Judges Tips : Future Stars Award
 ・Entry Class Top Prize : Entry Class Champions
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The Judges – what they’re looking for （審査されること）
審査員は、合計555ポイントを1日を通して各チームに付与します。評価は以下の4つの分野で行われます：
車両の車検（Car Scrutineering）、デザイン＆エンジニアリングポートフォリオ、プレゼンテーション、
レースパフォーマンス。次のページでは、各評価項目についての簡単な説明を掲載しています。
その後に、公式のEntry Classスコアカードを掲載していますので、審査員がどこを見ているのかを具体的に
確認することができます！STEM Racing Japan大会チャンピオントロフィーは、すべての審査項目の合計
スコアが最も高かったチームに授与されます。
もし同点のチームがあった場合は、レーススコアが高いチームが優勝チームと見なされます。

Car Scrutieering
車両審査（車検）

Design & Engineering
デザイン＆エンジニアリング

Verbal Presentation / Reseach Mission
プレゼンテーション/ リサーチミッション

Racing
レースタイム

車両（マシン）は、審査員によってテクニカルレギュレーション（P.9）に基づいてチェックされ、安全にレース
ができる状態かどうかが確認されます。マシン審査の評価はスコアカード（P.18）に基づいて行われます。

車両審査の合計得点：175 pts

提出されたポートフォリオやブランドアイデンティティ（ブランド表現）について、P.12に記載の基準に従い審査
員が評価を行います。この項目の評価はスコアカード（P.19）に基づいて行われます。

デザイン＆エンジニアリングの合計得点：140 pts

5分間のプレゼンテーションを行った後、審査員からリサーチミッションに関する質問がされます。
評価は、P.13の基準およびスコアカード（P.20）に基づいて行われます。

プレゼンテーションの合計得点：140 pts

レースでは、リアクションタイム（スタート反応時間）・コース完走時間・合計タイムに応じてポイントが与えら
れます。

レースの合計得点：100 pts

審査当日に審査員が何にポイントを与えるのか、スコアカードを確認してみましょう！
レース当日、審査員があなたたちのどこを評価するか、スコアカードには詳しく書かれています。
しっかりチェックして、万全の準備で臨みましょう！
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車両審査スコアカード（英語）
※この資料日本語翻訳版は最後に掲載しています。



STEM Racing – Entry Class Competition Guidebook 2025 - 2026

Page 24 of 37

車両審査スコアカード（英語）
※この資料日本語翻訳版は最後に掲載しています。
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デザイン＆エンジニアリングスコアカード（英語）
※この資料日本語翻訳版は最後に掲載しています。
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プレゼンテーション スコアカード（英語）
※この資料日本語翻訳版は最後に掲載しています。
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Next steps -  Development & Professional Class

Entry Class は、夢への第一歩
STEM Racing Japan の Entry クラスは、あなたの可能性を広げるスタートラインです。
世界大会に進出すれば、F1®チームの本物のスタッフやドライバーに会えるチャンスも！
この挑戦が、将来のキャリアや夢の仕事につながるかもしれません。

次のステップを見据えて
世界トップレベルを目指すためには、「この先に何があるのか」を理解することがとても大切です。
次のステージとなる Development Classでは、Entry Class で身につけたスキルをさらに発展させ、
より高度な内容にチャレンジしていきます。

今からルールやレギュレーションを確認し、来年の STEM Racing Japan National Finals（全国大会）
出場を目指して準備を始めましょう。

World Finals（世界大会）を目指すなら
STEM Racing World Finalsへの出場を目標とするなら、Professional Class への挑戦もぜひ検討して
みてください。

努力は必ず未来につながります！
Nothing is impossible. （不可能なことなんて、何もない。）
2026年にエントリーできる各クラスの詳細は、近日中に公開予定です。お楽しみに！

#RoadToNationals start here…
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このコンポーネントは、STEM Racing 公式サイトから無料で3Dパーツをダウンロードできま
す。そのほかのパーツも多数公開されていますので、ぜひ以下のサイトをご覧ください。

▶無料3Dパーツのダウンロードはこちら
 STEM Racing Model Block

https://www.stemracing.co.uk/downloads.html
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このコンポーネントは、STEM Racing 公式サイトから無料で3Dパーツをダウンロードできま
す。そのほかのパーツも多数公開されていますので、ぜひ以下のサイトをご覧ください。

▶無料3Dパーツのダウンロードはこちら
STEM Racing No-Go-ZONE

正投影図

アイソメ図 上面図

背面図
側面図

※ No-go-zoneの描き方と、設計の始め方は、STEM Racing 公式You Tubeのチュートリアル動画をご覧ください。   
  「Downloads」セクションにアクセスしてチェック！

パワーユニット用ホール

テザーラインおよびガイド用スロット

アクスル固定
位置の穴

サイドポッド
設計エリア

ノーズコーン／フロントウイング取り付けエリア

ヘイロー固定穴（直径6mm）

https://www.stemracing.co.uk/downloads.html
https://www.stemracing.co.uk/downloads.html
https://www.stemracing.co.uk/downloads.html
https://www.stemracing.co.uk/downloads.html
https://www.stemracing.co.uk/downloads.html
https://www.youtube.com/watch?v=aMyAC3-_ZKk&list=PLBGlZc-MbXc3XIZtEC77dwM9UARmldIgi&index=3
https://www.youtube.com/watch?v=aMyAC3-_ZKk&list=PLBGlZc-MbXc3XIZtEC77dwM9UARmldIgi&index=3
https://www.stemracing.com/resources-jordan.html
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このコンポーネントは、STEM Racing Japan 公式サイトから無料で3Dパーツをダウンロードで
きます。そのほかのパーツも多数公開されていますので、ぜひ以下のサイトをご覧ください。

▶無料3Dパーツのダウンロードはこちら
    STEM Racing “ENTRY CLASS” Halo

Tip（ヒント）：「no-go-zone」プラットフォーム上にヘイローを正確に取り付けるには、ヘイロー取付穴用ジグ
（Halo Spigot Hole Jig）をダウンロードしてご利用ください。このジグは、公式モデルブロックにぴったり合う
ように設計されています。CNC加工前に、6mmドリルビットを使用してハロ取付穴をあらかじめ開けておくこと
を推奨します。ジグは、Downloads（ダウンロード ）セクションから入手できます。

ヘイロー取付穴ジグ

ジグをパワーユニット
の穴にしっかり押し当
ててください。

モデルブロック

ジグをテザーライン用のスロットに
しっかり差し込んでください。

ジグのガイド穴を使って、モ
デルブロックに6mmの穴を
2か所、貫通させてドリルで
開けてください。

https://www.stemracing.co.uk/downloads.html
https://www.stemracing.com/resources-jordan.html
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Japan
このコンポーネントは、STEM Racing 公式サイトから無料で3Dパーツをダウンロードできま
す。そのほかのパーツも多数公開されていますので、ぜひ以下のサイトをご覧ください。

▶無料3Dパーツのダウンロードはこちら
    Wheel

※このファイルはCAD上での組み立て用データです。
ホイールは3Dプリントして実際のマシンに使用しないでください。

ホイール1個あたりの重量：3.5～3.8g

https://www.stemracing.co.uk/downloads.html
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このコンポーネントは、STEM Racing 公式サイトから無料で3Dパーツをダウンロードできま
す。そのほかのパーツも多数公開されていますので、ぜひ以下のサイトをご覧ください。

▶無料3Dパーツのダウンロードはこちら
    Axle

アクスル1本あたりの重量：4.0g

テザーラインガイド安全テストは、すべてのチームに実施を推奨しています。
このテストは、テザーラインガイドが正しく固定されているか、マシンが安全に走行できる状
態かを確認するためのものです。この内容は、大会の際に車検担当者（スクルーティニア）が
行うチェックを再現しています。

https://www.stemracing.com/resources-jordan.html
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以下の画像は、Entry Class用スクルーティニアリング・ゲージの使用をサポートするための
参考資料です。これらのゲージは、DXFまたはIllustrator形式のデータとして無料でダウン
ロードでき、レーザーカッターで加工して使用することができます。

Scrutineering Gauges

このゲージは、レギュレーションに沿った簡易的な目視チェック用です。
正確な寸法を確認する際は、デジタルノギスなどの適切な測定器具をご使用ください。

https://www.stemracing.co.uk/downloads.html
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以下は、STEM Racing Japan Entry Classでの設計・製作・競技に必要な主なアイテムを
まとめたチェックリストです。

活動を進めるうえでの参考にしてください。

チェックリスト（英語）
※この資料日本語翻訳版は最後に掲載しています。
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Good Luck!

See You Soon

If you need any help at all, just get touch with us.
contact@stemracing.jp
www.stemracing.jp

mailto:contact@stemracing.jp
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Scorecard – Scrutineering JPN

車両審査スコアカード（日本語）

車両審査スコアカード

仕様書

規則 概要 基準 pts 合格/不合格 スコア

ボディ素材
（賞ポイント１つのみ）

組み立て済み
車両の長さ

組み立て済み
車両の幅

組み立て済み
車両の高さ

ヘイロー

ヘイロー円形
ノッチの高さ

ヘイローの視認性

ヘイロー安全テスト

フロントウィング
厚さ

フロントウィング
スパン

フロントウィング
コード

リアウィング
スパン

リアウィング
コード

リアウィング
厚さ

不適合

Entry Class 
ヘイロー/スピゴット使用

34.0mm (±1.0mm) 
トラック表面より上

前面/側面/平面図での視認

ヘイローが2kgの負荷に
耐えられる

標準ホイールホイール

アクスル

テザーラインガイド

重量

標準アクスルと
アクスルガイドチューブ

標準ガイド
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車両検査スコアカード（日本語）

美しさ（美観）

F1® スタイル
ボディー

仕上げと組み立て
の品質

認識可能なF1®デザイ
ンの特徴が少ない

F1®スタイルボディを作成す
る試みで、ほとんどの特徴が
含まれている

非常に認識可能なF1®スタイルボディデ
ザインで、サイドポッド、フロントおよ
びリアウィング、ノーズコーンを含む

合理的な仕上げで、
いくつかの一貫性の
ない部分がある

全体的に良い仕上げの品質
と、組み立てに注意が払わ
れている

すべての製造コンポーネントで高い精度
を示す。詳細への注意、組み立て、仕上
げに高い注意が払われている

美観合計

仕様合計 + 美観合計 = ⾞両審査合計

Scorecard – Scrutineering JPN
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デザイン＆エンジニアリングスコアカード（日本語）

初期アイディア

設計開発

テスト

製造

書面プレゼン

チーム
アイデンティティ

グラフィック
アイデンティティ

基本的なデザインを表
現するための価値ある
アイデアは少なく、
使用される技術も限ら
れています。

異なる可能性の解決策を示すため
の広範な初期アイデアの提案があ
ります。デザイン決定の根拠を明
確に説明したアイデアの注釈が施
されています。

幅広いアイデアの提案範囲には、手描き3Dス
ケッチやテストモデリングが含まれ、可能性の
ある解決策を提示します。すべてのデザインに
は、デザイン理由が明確に注記されています。

初期のアイデアから限
定的ながらも進展がみ
られ、最終設計を説明
する基本的な詳細が一
部含まれています。

初期のアイデアから最終設計まで
の設計開発の過程を、適切な技術
を用いて明確な理由付けと共に示
した証拠があります。

明確で論理的なデザイン開発プロセスを、初
期のアイデア選定から最終デザインまでの開
発段階を、多様な手法を用いて示します。
すべての設計上の判断は、その根拠を明確に
説明しています。

基本的なテスト技術の
使用が限定されてい
る。

論理的なテストを実施し、有用な
データや結論を提供しています。
さらに、いくつかの改善提案も含
まれています。

適切で十分なテストを実施し、有益な結果を
導き出しました。その結果を分析し、明確な
結論を基に、正当な設計開発プロセスに反映
させています。

製造における詳細の記
載が少ない。

いくつかの製造プロセスが説明さ
れ、課題が提示されています。

製造プロセス、段階、材料および遭遇した問
題に関する詳細な評価と、その結果を示す指
標が提示されています。

簡単な書面のプレゼン
テーションで理解しに
くい。

文書は明確に構成され、きっちり
と整理されています。

文書は全体的に高い影響力と専門性を備えて
います。一貫性があり、明確な構成となって
います。

チーム・アイデンティ
ティの確立に十分な配
慮がなされていない。

適切なチーム名、モットー、およ
び組織運営スタイルの選定に際
し、十分な検討が払われていま
す。

非常に優秀で効果的なチーム名、商号、そし
て運営スタイルです。すべてのメンバーが真
のチーム精神を示し、一致団結して取り組ん
でいます。

一貫性がなく、範囲が
限定されており、また
は不明確なグラフィッ
ク・アイデンティティ
である。

効果的なグラフィックアイデンティ
ティを、さまざまなプロジェクト要
素に一貫して反映させています。例
えば、車のデザインがチームのユニ
フォームと一致しています。

非常に優れた効果的なグラフィックアイデン
ティティで、チームアイデンティティと一致
しています。グラフィックは、プロジェクト
のすべての要素に整然と一貫して適用されて
います。

Scorecard – Design & Engineering JPN
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プレゼンテーション スコアカード（日本語）

最低限のチーム参加 多くのチームメンバーから積極的
な貢献がありました。

全メンバーが積極的に参加し、優れたチーム
ワークを発揮しています。

チーム貢献

熱意と関わり

時間とプレゼン

プロジェクト管理

コラボレーション

学習経験

重要な質問

振り返りの質問

機械的で/または熱意に
欠け、聴衆の関与が極
めて少ない

概ね熱意に満ちた活気ある話し方
で、時々聴衆とのつながりを感じ
させる場面もあった。

熱意に溢れ、効果的で適切なレベルの活気があ
り、聴衆はプレゼンテーション全体を通じて完全
に引き込まれ、高揚感に包まれています。

早すぎたり、時間切れ
になった。構成が示さ
れていない。

絶妙なタイミングです。話題の内
容の奥深さとテンポのバランスが
取れています。基本的な構造/ア
ウトラインが提供されており、聴
衆がそれに従うことができます。

予定通りまたは予定より早く終了しました。各ト
ピックの深さのバランスが非常に良好です。プレ
ゼンテーションのアウトライン/概要が明確で
す。各トピック間の関連性が素晴らしく、聴衆が
理解しやすい構成となっています。

計画や熟考の痕跡は
ほとんど見られな
い。

計画と評価は、短い文に限定さ
れ、一部の説明と改善のためのい
くつかの提案を含まれています。

計画がしっかりしており、役割が明確に定められ
ています。評価は適切に行われており、強みと直
面した困難を明確に説明しています。改善のため
の提案も適切に示されています。

コラボレーションがほ
とんどされていない。

産業や高等教育機関との連携
について説明されている。

産業界および/または高等教育機関との
連携について、学習成果とプロジェクト成果を
踏まえて説明し、その必要性を説明していま
す。

現実的な考察が行われ
ていない。

いくつかの学習成果につい
て、分かりやすく説明されて
いる。

個人、生涯学習、キャリアに関する多様なスキル
を明確に示し、プロジェクトや将来の目標と結び
ついている。

主要な質問に関する知
識が不足している。

いくつかの重要な質問が、一貫性
を持って理解され、回答されてい
ます。

主要な質問のほとんどに自信を持って回答でき、
さらに質問をされた際には、その内容を詳しく説
明ができている。

振り返り質問に関する
意見のやりとりが不足
している。

いくつかの振り返りの質問を深く
考えながら議論されました。

最も重要な質問を自信を持って議論しました。重
要なスキルが認識され、明確に特定され、高い評
価能力を示しました。

Scorecard – Verbal Presentation JPN
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以下は、STEM Racing Japan Entry Classでの設計・製作・競技に必要な主なアイテムを
まとめたチェックリストです。

活動を進めるうえでの参考にしてください。

必要なチェックリスト（日本語）

CNCルーター、レーザーカッター または 3Dプリンター

STEM Racing ヘイロー スピゴット ジグ

紙やすり

使用したツール・機材

スタンダードパーツ

材料

必要ならプレゼン資料出力PC

チームピット用ディスプレイ（オプション）

瞬間接着剤

強力な粘着力だが、剥がす際に糊が残りにくいテープ

粘着ラバー（ソフトな粘着力で、凸凹面にもしっかりとくっつき、剥がす際に跡が残らないもの）

評価アイテム

ベーシックな応急処置セット

Scorecard – Essential Checklist JPN

フード＆ドリンク

５ページのデザイン＆エンジニアリングポートフォリオ

エントリークラスの車

道具（ピットディスプレイで使用）

その他

スタンダードホイール

スタンダードヘイロー

スタンダードヘルメット

スタンダード アクスルとワッシャー

スタンダード テザーラインガイド

STEM Racing 公式モデルブロック（３Dプリンターの場合は不要）

必要なキット

大会（レース当日）に必要なもの


